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『
神
祇
秘
鈔
』
註
解
（
一
）

中
世
神
祇
信
仰
研
究
会

は
じ
め
に

近
時
、
中
世
の
神
祇
信
仰
関
係
文
献
に
つ
い
て
の
関
心
は
確
実
に
高
ま
っ
て
い
る
。
新
し
い
文
献
の
発
見
・
紹
介
や
、
未
翻
刻

文
献
の
活
字
化
な
ど
が
相
次
ぎ
、
本
格
的
研
究
の
た
め
の
環
境
は
整
い
つ
つ
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
し
か
し
一
方
で
、
い
つ
・
ど

こ
で
・
誰
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
の
か
と
い
う
基
本
的
な
こ
と
さ
え
わ
か
っ
て
い
な
い
文
献
も
多
い
。
最
近
の
研
究
で
明
ら
か
に
な

り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
、
中
世
の
神
祇
信
仰
に
関
す
る
言
説
生
成
の
中
心
的
場
で
あ
っ
た
伊
勢
に
は
、
度
会
・
荒
木
田
両
門
の
神
宮

祠
官
は
も
ち
ろ
ん
、
園
城
寺
・
延
暦
寺
・
醍
醐
三
宝
院
・
西
大
寺
等
々
、
顕
・
密
・
律
・
禅
に
ま
た
が
っ
た
僧
侶
た
ち
が
入
り
込

ん
で
き
て
お
り
、
そ
う
し
た
人
々
の
間
で
情
報
の
交
換
や
資
料
の
共
有
が
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
単
純
に

書
写
者
や
伝
授
者
、
引
用
資
料
や
用
語
を
も
っ
て
、
安
易
に
文
献
の
成
立
や
性
格
を
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
結
局
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
の
文
献
の
内
容
を
丁
寧
に
読
む
こ
と
を
積
み
重
ね
て
ゆ
く
し
か
、
こ
れ
ら
の
文
献
の
性
格
や
相
互
の
関
係
を
理
解
す
る
た

め
の
確
実
な
方
法
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
、
そ
う
し
た
方
法
論
に
則
り
、
中
世
神
祇
信
仰
文
献
の
ひ
と
つ
で
あ

る
『
神
祇
秘
鈔
』
の
註
解
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

『
神
祇
秘
鈔
』
は
、
す
で
に
神
道
大
系
『
真
言
神
道
（
上

』

と
、
真
福
寺
善
本
叢
刊
『
中
世
日
本
紀
集
』

に
活
字
化
さ
れ

）

(
)

(
)

1
2

『神祇秘鈔』註解（一）
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て
い
る
。
後
者
に
は
阿
部
泰
郎
氏
に
よ
る
詳
し
い
解
題
が
附
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
考
に
し
て
、
ま
ず
『
神
祇
秘
鈔
』
な

る
文
献
に
つ
い
て
簡
単
に
解
説
し
て
お
き
た
い

『
神
祇
秘
鈔
』
は
、
全
三
巻
。
序
と
全
二
十
二
条
の
本
文
か
ら
な
り
、
各
条
は

。

問
答
体
で
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
全
二
十
二
条
の
標
題
を
掲
げ
る

（
諸
本
に
よ
り
標
題
名
に
若
干
異
同
が
あ
り
、
真
福
寺
本

。

も
目
録
と
本
文
で
は
標
題
名
や
配
列
が
異
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
真
福
寺
本
の
本
文
中
の
標
題
に
し
た
が
っ
た
）

１
天
地
立
相
并
神
道
等
事
・
２
神
名
体
事
・
３
神
来
降
事
・
４
就
神
体
其
義
繁
多
事
・
５
地
神
第
一
尊
欲
界
天
主
元
初
事
・
６

御
鎮
坐
事
・
８
神
号
分
別
事
・
７
大
神
宮
秘
所
事
・
９
神
所
変
事
・

神
之
天
上
天
下
事
（
以
上
上
巻

、

日
本
神
生
国
事
・

）

10

11

神
仏
本
迹
事
・

依
神
明
法
楽
顕
善
悪
二
辺
事
・

大
神
宮
忌
僧
尼
等
事
・

大
神
宮
求
聞
持
相
応
事
・

神
者
為
不
生
理
又

12

13

14

15

16

三
千
界
主
事
（
以
上
中
巻

、

神
道
与
密
教
一
致
事
・

大
神
宮
宰
両
部
事
・

神
以
水
火
示
不
二
事
・

天
照
神
与
大
日
本

）

17

18

19

20

迹
事
・

大
神
宮
仕
狐
狼
事
・

大
師
与
天
照
神
一
体
事
（
以
上
下
巻
）

21

22

こ
れ
ら
の
問
答
の
内
容
を
ひ
と
こ
と
で
言
え
ば
、
伊
勢
神
宮
の
祭
神
や
祭
祀
に
関
わ
る
テ
ー
マ
を
取
り
あ
げ
て
、
教
理
的
解
釈

。

、

、

を
く
わ
え
た
も
の
で
あ
る

掲
げ
ら
れ
た
標
題
名
を
見
れ
ば
わ
か
る
と
お
り

関
心
は
大
神
宮
お
よ
び
天
照
神
に
集
中
し
て
お
り

そ
れ
を
序
文
に
「
法
身
天
照
之
全
体
、
神
道
密
教
之
不
離
、
以

無
念
之
智

悟

之
、
以

不
二
之
理

示

之
」
と
あ
る
よ
う
に
、

二

一

レ

二

一

レ

密
教
的
論
理
を
も
っ
て
解
説
し
た
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
両
部
神
道
書
」
の
範
疇
に
入
る
と
言
っ
て
よ

い
。
た
だ
し
、
本
稿
を
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
条
目
ご
と
に
所
説
の
内
容
や
依
拠
す
る
立
場
に
ば
ら
つ
き
が
あ

り
、
終
始
一
貫
し
た
構
想
の
元
に
著
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
ら
し
い
。
や
は
り
阿
部
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
伝
授
・
口
決
の
筆

録
を
原
型
と
す
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
冒
頭
述
べ
た
よ
う
に
、
様
々
な
言
説
の
交
錯
す
る
場
が
生
み
出
し
た
神
祇
信
仰
文
献

の
典
型
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
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『
神
祇
秘
鈔
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
未
だ
明
ら
か
で
な
い
。
写
本
の
中
で
は
、
真
福
寺
善
本
叢
刊
の
底
本
で
あ
る
真
福
寺

本
が
南
北
朝
期
後
半
の
書
写
、
神
道
大
系
の
底
本
で
あ
る
高
野
山
持
明
院
本
が
応
永
年
間
の
書
写
と
さ
れ
る
の
が
、
比
較
的
古
い

も
の
で
あ
る

い
ま
は
と
り
あ
え
ず

南
北
朝
期
の
成
立
か

と
し
て
お
く

作
者
に
つ
い
て
は

蓬
左
文
庫
本
等
の
巻
末
に

此

。

、

、

。

、

「

書
石
山
内
供
淳
祐
御
作
明
鏡
也
」
と
見
え
る
が
、
も
と
よ
り
仮
託
で
あ
る
。
ま
た
真
福
寺
本
奥
書
に
は
「
此
書
者
、
或
僧
（
号
俊

）

」

、「

」

。

、

融

所
記
也

と
見
え
る
が

俊
融

が
い
か
な
る
人
物
で
あ
る
か
は
未
詳
で
あ
る

す
で
に
伊
藤
聡
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に(

)3

蓬
左
文
庫
本
等
の
奥
書
に
は
「
此
抄
者
於
仁
和
寺
相
承
」
と
見
え
、
仁
和
寺
流
に
伝
承
し
た
可
能
性
は
高
い
が
、
果
た
し
て
そ
の

。

、『

』

成
立
に
ま
で
関
わ
る
も
の
で
あ
る
の
か
は
定
か
で
は
な
い

今
の
と
こ
ろ
先
に
挙
げ
た
阿
部
氏
と
伊
藤
氏
の
他
に

神
祇
秘
鈔

の
成
立
や
性
格
に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
は
な
く
、
先
行
研
究
と
呼
べ
る
よ
う
な
も
の
は
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

次
に
諸
本
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
神
道
大
系
は
高
野
山
三
宝
院
文
庫
本
を
底
本
と
し
て
使
用
し
た
と
し
て
い
る

が
、
阿
部
氏
は
同
大
系
は
高
野
山
持
明
院
蔵
本
に
依
る
と
し
て
い
て
、
ど
ち
ら
か
に
錯
誤
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
阿
部
氏
は

真
福
寺
本
と
上
記
の
高
野
山
の
二
本
の
他
に
、
国
学
院
大
学
智
恵
光
院
旧
蔵
本
・
同
河
野
文
庫
本
・
蓬
左
文
庫
本
を
紹
介
し
て
い

る
。
こ
の
他
に
、
か
つ
て
「
中
世
神
道
書
を
読
む
会
」

が
確
認
し
た
諸
本
に
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

(
)4

・
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
蔵
『
神
宮
方

付
神
祇
秘
抄

〈
享
保
十
三
年
写
〉

』

・
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
蔵
『
神
祇
秘
鈔

〈
書
写
年
次
不
明
〉

』

・
京
都
大
学
付
属
図
書
館
菊
亭
家
旧
蔵
『
神
祇
秘
鈔

〈
本
奥
永
禄
八
年
〉

』

・
京
都
大
学
付
属
図
書
館
清
家
文
庫
蔵
『
神
祇
秘
抄

〈
天
正
十
三
年
写
〉

』

・
東
寺
宝
菩
提
院
蔵
『
神
祇
秘
鈔

〈
宝
永
元
年
写
〉

』

『神祇秘鈔』註解（一）
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・
東
寺
宝
菩
提
院
蔵
『
神
祇
秘
鈔

〈
享
保
十
四
年
写
〉

』

・
大
和
文
華
館
鈴
鹿
文
庫
蔵
『
神
祇
秘
鈔

〈
書
写
年
次
不
明
〉

』

・
東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
『
神
祇
秘
抄

〈
書
写
年
次
不
明
〉

』

こ
の
う
ち
宝
菩
提
院
〈
宝
永
元
年
写
〉
本
は
、
最
後
の
宝
永
元
年
の
書
写
奥
を
除
い
て
蓬
左
文
庫
本
と
同
じ
「
康
正
三
年
↓
天

」

。

、

。

正
十
八
年
↓
慶
長
十
二
年

の
奥
書
を
持
つ

阿
部
氏
が
紹
介
す
る
国
学
院
大
学
智
恵
光
院
旧
蔵
本
も

こ
れ
と
同
系
統
で
あ
る

ま
た
京
大
菊
亭
家
本
も

淳
祐
作

仁
和
寺
相
承

と
記
す
点
が
共
通
し

こ
れ
ら
と
同
系
統
と
思
わ
れ
る

宝
菩
提
院
蔵

享

「

」
「

」

、

。

〈

保
十
四
年
写
〉
本
は
「
淳
祐
作
」
を
記
さ
な
い
が

「
仁
和
寺
相
承
」
と
康
正
三
年
の
奥
書
が
や
は
り
蓬
左
文
庫
と
共
通
す
る
。

、

こ
れ
ら
五
本
は
同
系
統
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
鈴
鹿
文
庫
・
吉
田
文
庫
〈
年
次
不
明
〉
の
両
本
は
非
常
に
近
い
関
係
に
あ
る

と
思
わ
れ
、
と
も
に
奥
書
は
な
い
が
「
淳
祐
作
」
と
す
る
点
は
蓬
左
文
庫
本
等
と
同
様
で
あ
る
。
一
方
、
吉
田
文
庫
〈
享
保
十
三

年
写
〉
本
と
京
大
清
家
本
は
、
奥
書
に
「
俊
融
記
」
と
す
る
点
で
、
真
福
寺
本
と
同
系
統
と
思
わ
れ
る
。
狩
野
文
庫
本
は
零
本
で

、

。

、

『

』

、

あ
り

由
来
は
不
明
で
あ
る

こ
の
ほ
か

石
井
行
雄
氏
が
智
積
院
智
山
書
庫
蔵
の

神
祇
秘
抄

一
本
を
紹
介
し
て
い
る
が(

)5

「
石
山
内
供
淳
裕
作
」
と
康
正
三
年
の
奥
書
を
持
つ
と
こ
ろ
か
ら
、
や
は
り
蓬
左
文
庫
と
同
系
統
に
属
す
る
本
と
見
ら
れ
る
。

以
上
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

Ａ
系

〔
真
福
寺
本
・
吉
田
〈
享
保
十
三
年
〉
本
・
京
大
清
家
本
〕

Ａ
系
？

〔
持
明
院
本
・
狩
野
文
庫
本
〕

Ｂ
系

〔
蓬
左
本
・
宝
菩
提
院
〈
宝
永
元
年
〉
本
・
宝
菩
提
院
〈
享
保
十
四
年
〉
本
・
京
大
菊
亭
本
・
国
学
院
智
恵
光
院
本
・
智

積
院
本
〕

10論叢『アジアの文化と思想』



(
)

神
道
大
系

論
説
編
一
『
真
言
神
道
（
上

（
和
多
秀
乗
校
注
）
一
九
九
三
、
神
道
大
系
編
纂
会

1

）
』

(
)

国
文
学
研
究
資
料
館
編
〈
真
福
寺
善
本
叢
刊
７

『
中
世
日
本
紀
集
』
一
九
九
九
、
臨
川
書
店

2

〉
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Ｂ
系
？

〔
鈴
鹿
本
・
吉
田
〈
年
次
不
明
〉
本
〕

こ
れ
ら
諸
本
の
伝
来
に
つ
い
て

い
く
つ
か
気
づ
い
た
点
を
述
べ
て
お
く

ま
ず

淳
祐
作
・
仁
和
寺
相
承

と
す
る
も
の

Ｂ

、

。

「

」

（

系
）
と
「
俊
融
記
」
と
す
る
も
の
（
Ａ
系
）
は
、
は
っ
き
り
と
分
か
れ
て
お
り

「
俊
融
」
を
編
者
と
す
る
説
は
、
仁
和
寺
流
と

、

。

、

〈

〉

、

は
別
の
と
こ
ろ
で
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う

さ
ら
に

蓬
左
文
庫
・
宝
菩
提
院

宝
永
元
年
写

・
京
大
菊
亭
三
本
の
奥
書
か
ら
は

本
書
が
東
大
寺
に
伝
来
し
た
こ
と
が
窺
え
る
が
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
江
戸
初
期
の
成
立
か
と
思
わ
れ
る
『
御

流
神
道
口
決
』

な
る
本
に
は

『
麗
気
記

「
神
道
五
部
書
」
や
吉
田
系
の
神
道
書
と
並
ん
で
『
神
祇
秘
鈔
』
が
引
か
れ
て
い

(
)6

、

』
、

る
。
同
書
は
智
積
院
に
お
い
て
伝
授
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
奥
書
に
よ
っ
て
知
れ
、
智
積
院
本
の
存
在
と
と
も
に
智
積
院
と
の
関
係

を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

、

。

『

』

、

最
後
に

書
名
に
つ
い
て
ひ
と
こ
と
説
明
し
て
お
き
た
い

神
道
大
系
・
真
福
寺
善
本
叢
刊
は
い
ず
れ
も

神
祇
秘
抄

と
し

諸
研
究
も
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
。
し
か
し
諸
本
を
見
る
に
、
外
題
・
内
題
と
も
に
「
抄
」
と
す
る
も
の
は
持
明
院
本
と
吉
田
〈
享

保
十
三
年
〉
本
・
京
大
清
家
本
、
外
題
の
み
「
抄
」
と
す
る
の
が
真
福
寺
本
・
狩
野
本
で
あ
り
、
多
数
派
の
Ｂ
系
の
諸
本
は
す
べ

て
外
題
・
内
題
と
も
に
「
鈔
」
の
字
を
用
い
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
書
名
を
『
神
祇
秘
鈔
』
で
統
一
し
た
。

（
門
屋
記
）

『神祇秘鈔』註解（一）
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(
)

伊
藤
聡
「
中
世
日
本
紀
二
題

（

む
ろ
ま
ち
』
１
、
一
九
九
二
）
の
註
。
ま
た
伊
藤
は
「
仁
和
寺
資
料
【
神
道
篇
】
神
道
灌
頂

3

」
『

印
信
」
解
題
（

名
古
屋
大
学
比
較
人
文
学
研
究
年
報

第
二
集

、
二
〇
〇
〇
）
に
お
い
て
も

『
神
祇
秘
抄
』
に
つ
い
て
ふ
れ

『

』

、

て
い
る
。

(
)

早
稲
田
大
学
の
大
学
院
生
で
あ
っ
た
伊
藤
聡
・
門
屋
温
・
中
田
徹
・
原
克
昭
・
渡
辺
匡
一
に
よ
る
研
究
会
。
諸
本
の
収
集
は
同

4

研
究
会
に
よ
る
。

(
)

石
井
行
雄
「
智
積
院
所
蔵
の
国
語
国
文
学
関
係
の
善
本
一
班

（

智
山
学
報
』

・

、
一
九
八
七
・
八
九
）

5
36

37

」
『

(
)

福
島
県
い
わ
き
市
宝
聚
院
蔵
。
同
院
で
は
福
島
県
地
域
文
化
研
究
会
に
よ
る
聖
教
の
悉
皆
調
査
が
進
行
中
で
あ
る

『
御
流
神

6

。

道
口
決
』
の
翻
刻
・
紹
介
も
、
い
ず
れ
同
研
究
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
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